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研究成果の概要（和文）：われわれが見出した遺伝子Metadherin（MTDH）が関与していると考えられる口腔扁平
上皮癌の高度浸潤能獲得におよぼすEMTの機構の詳細を明らかにすることを目的として本研究を行った．これま
でにわれわれが研究し，解明してきた細胞運動能，基質分解酵素の発現上昇，細胞接着因子の発現低下等をさら
に詳細に検討した．その結果，MTDHは口腔扁平上皮癌細胞の高度浸潤能獲得に関与している可能性が示唆され
た．また，その高度浸潤能獲得に際し，同時に幹細胞様形質の獲得とも緊密に関連している可能性が考えられ
た．

研究成果の概要（英文）：We studied for the purpose of clarifying the details of the mechanism of EMT
 which gave to the acquisition of high invasive ability of oral squamous cell carcinoma that 
Metadherin (MTDH) which we found induced.We investigated in detail a cell motility, an 
overexpression of the substrate degrading enzyme and a decreased expression of cell adhesion factor 
we have researched and examined ever.These results suggest that MTDH may relate with the acquisition
 of high infiltration ability  of the oral squamous cell carcinoma cell.In addition, it was 
suggested that the acquisition of infilitration ability can relate to the acquisition of the stem 
cell-like form closely.

研究分野：口腔外科学
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１．研究開始当初の背景 
われわれは，臨床病理組織学的にびまん性浸
潤様式を呈し，他のタイプに比べて転移しや
すく予後不良である浸潤形式Y-K分類の浸潤
様式４Ｄ型の高度浸潤型口腔扁平上皮癌か
ら独自に高度浸潤型口腔扁平上皮癌細胞株
を樹立した．これら細胞株は共通して間葉細
胞様形態と in vitro における高い浸潤能を
示し，細胞接着分子 E-カドヘリンの発現消失
とその転写抑制因子である Snail の高発現
を認めたことから EMT 型癌細胞であるこ
とを見いだした．さらに扁平上皮癌細胞株に
Snail を強制発現させたところ，EMT 型癌
細胞と同様の細胞生物学的形質と遺伝子発
現プロファイルが再現されたことから，高度
浸潤型口腔扁平上皮癌の浸潤が Snail 誘導
による EMT によって制御されていること
をこれまで報告してきた（Oral Oncol. 2001，
Cancer Sci. 2003)． 
以後，われわれが所属する研究室は，口腔扁
平上皮癌細胞の浸潤・転移能の獲得における
EMT を介した多くの分子機構を報告し，国
内・国外におけるこの分野をリードしてきた
（Int J Oncol. 2003，Int J Oncol. 2006， 
Cancer Res. 2007，Cancer Lett. 2008，Int J 
Cancer. 2009）． 
さらにわれわれは，これまでに EMT型癌細
胞と非EMT型癌細胞におけるmicroRNAの
発現プロファイル解析を行った．そこで，
EMT に深くかかわっていると考えられる
microRNA，miR320ファミリーを見出した．
さらにmiR320ファミリーの標的遺伝子をタ
ーゲットスキャンで検索したところ，
Metadherin(MTDH)を見出した．口腔扁平上
皮癌において，MTDHが EMTに関与してい
ることを報告している論文は国内外で皆無
である．また，一方で他臓器癌ではあるが，
MTDH が一部の癌細胞を癌幹細胞様形質へ
と誘導することが報告されている（Cancer 
Sci. 2011, 102(6):1151-7）．高度浸潤・転移能
を獲得した EMT型癌細胞は，癌幹細胞と非
常に近似した特徴を持つと考えられている．
そこで，われわれは EMTと癌幹細胞の関連
に関しては，約 2年前よりロンドン大学と共
同研究を進めており，EMT と癌幹細胞様形
質の獲得には密接な関係があることが示唆
された（Stem Cells. 2013）． 
 
２．研究の目的 
MTDH が関与していると考えられる口腔扁
平上皮癌の高度浸潤能獲得におよぼす EMT
の機構の詳細を明らかにする．これまでにわ
れわれが研究し，解明してきた細胞運動能，
基質分解酵素の発現上昇，細胞接着因子の発
現低下等をさらに詳細に検討する．そして，
口腔扁平上皮癌の浸潤・転移におけるMTDH
による EMTの誘導機構に対する癌幹細胞の
関与を解明する． EMTは発癌過程後期にお
ける段階的な変化であると考えられ，これま
でのわれわれの研究結果を合わせて仮説を

立てると，癌の浸潤先端部においては一過性
の，あるいは転移形成後には可逆的な EMT
機構の存在が推定される．また，この機構に
は，癌幹細胞が深く関与している可能性が考
えられる． 
以上のことを踏まえ，われわれが見出した

MTDH遺伝子がいかにEMTや癌幹細胞様形
質の獲得に関与するかを詳細に解明するこ
とを今回の研究の主目的とする． 
 
３．研究の方法 
・独自に同定した EMT 関連遺伝子
Metadherin（MTDH）を介して口腔扁平上
皮癌細胞株がどのように高度浸潤能を獲得
するかを詳細に検討する． 
・遺伝子導入あるいはノックダウンにより
EMT を獲得した細胞の一部が癌細胞様形質
をもつことを解析するために，FACSによる
CD44 の発現解析，自己複製能を測るスフィ
アアッセイを行う．  
・MTDH誘導型 EMTに関与する癌幹細胞を
同定するために，さらに幹細胞マーカー
SOX2, OCT4, Nanog mRNA の発現を確認
する． 
・癌幹細胞マーカーCD44を用いた FACS解
析により，CD44 好発現細胞をソーティング
し，ヌードマウスに移植し，腫瘍形成能を検
討する．さらに，CD44 および MTDH の発
現とヒト口腔扁平上皮癌組織において免疫
組織化学的に検討する． 
われわれが見出したEMT関連遺伝子MTDHmRNA
の発現と EMT 型/非 EMT 型口腔扁平上皮癌細
胞の相関関係を確認する．さらにその発現細
胞からMTDH mRNAを抽出し全長cDNAをRT-PCR
で増幅しシークエンスを確認後，発現ベクタ
ーに組み込む．これを MTDH の発現が消失し
ている細胞にリポフェクチン法によって遺
伝子導入する．G418 などの選択マーカーを培
地に添加し，耐性細胞をクローニングリング
によって分離し，それぞれの細胞における導
入遺伝子産物の発現を，抗体を用いたウエス
タンブロッティング法で確認する． 
さらに，MTDH 誘導型 EMT における癌幹細胞の
関与についての解析を行う．MTDH 過剰発現細
胞における幹細胞マーカーの発現を確認し，
EMT と幹細胞との関連性を解析する． 
 
４．研究成果 
これまでにわれわれが研究し，解明してきた
細胞運動能，基質分解酵素の発現上昇，細胞
接着因子の発現低下等をさらに詳細に検討
した．その結果，MTDH は口腔扁平上皮癌細胞
の高度浸潤能獲得に関与している可能性が
示唆された．また，その高度浸潤能獲得に際
し，同時に幹細胞様形質の獲得とも緊密に関
連している可能性が考えられた． 
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